
『北海道の臨床教育学』編集規程 
（2011 年 7 月 18 日制定）  

 

第 1 条（機関誌） 本研究紀要は、北海道臨床教育学会の機関誌であり、年一回発行する。 

第 2 条（目的） 本研究紀要は、年次大会報告、会員の論文、書評、学会ニュース、その他会員の

研究活動に関する記事を掲載する。  

第 3 条（編集委員会） 本研究紀要の編集は、編集委員長・副編集委員長各 1 名と若干名の編集

委員からなる編集委員会が行なう。 

2 編集委員長（以下、委員長）は、会員の中から理事会が選出し、会長が委嘱する。委員長は、

編集委員会を招集し、その議事を統括する。 

3 編集委員会に編集委員会副委員長（以下、副委員長）と編集委員若干名をおき、編集委員長

が会員の中から推薦し、理事会の承認を得たうえで会長が委嘱する。副委員長は、委員長を補佐

し、委員長に事故ある時は、その事故の間、職務を代行する。 

4 編集委員会は、理事会の承認を経て編集実務を掌る編集委員会事務局（以下、事務局）を置く

ことができる。事務局は、会員をもって充てる。事務局は、委員長の指示にもとづき編集上必要な

実務を掌る。 

5 編集委員の任期は 2 年とし、役員の就任と同時に就任し、役員の解任と同時に解任される。編

集委員は再任をさまたげない。 

6 編集委員が任期の途中で交代する場合の交代後の委員の任期は前任者の残任期間とし、残

任期間の就任によって全任期就任したものとする。 

第 4 条（掲載論文） 本研究紀要の論文は、編集委員会の依頼による論文と会員の投稿による論

文よりなる。 



2 編集委員会の依頼による論文は、第２条の規程にもかかわらず、会員以外の者に執筆を依頼

できる。 

3 会員の投稿による論文は、編集委員会による審査に付する。 

第 5 条（投稿規程の遵守） 本研究紀要へ投稿する論文は、編集委員会の依頼による場合を除き、

別に定める「投稿規程」に従うものとする。 

第 6条（掲載の可否） 原稿の依頼および会員の投稿による論文の掲載の可否は、編集委員会の

審議を経て決定する。  

第 7 条（論文の審査） 投稿原稿については、査読を行い、次のいずれかに取り扱いを決定する。 

 A 掲載可 

 B 条件付掲載（軽微な修正を要する場合も含む） 

 C 修正後、再判定 

 D 掲載不可 

2 編集委員会は、必要がある場合に論文の審査について特定会員の協力を得る。 

第 8 条（内容の変更） 編集委員会は、編集委員会の審議を経て掲載を予定した原稿について、

執筆者と協議し、内容の変更を求めることができる。編集委員会は、執筆者が内容の変更を承認

しない場合に限り、第６条の規程にもかかわらず掲載の取り消しまたは延期をすることができる。 

第 9 条（原稿の返還） 本研究紀要に掲載された論文その他の原稿は、原則として返還しない。  

第 10 条（業務分担） 紀要編集に関する業務のうち委員会が必要と認めるものについては、学会

事務局に委託することができる。 

第 11 条（改廃） 本規程に定めのない事項で、会則に定めがない事項、および本事項の改定は、

編集委員会で審議し理事会で決定する。 


